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① 報告文化を育てよう！～インシデント報告の重要性
リスクマネジメントにおける「リスク把握」の重要性と、インシデント報告が
医療安全に果たす幅広い役割について解説します。また、病院におけるイ
ンシデント報告の活用方法について分かりやすく解説します。

・リスクマネジメントプロセス
・インシデント報告の意義
・インシデント報告の活用

全職員 60分 (株)メディカルクリエイト
ディレクター　高橋　俊一
取締役・ディレクター　米道　利成

● - - - ● - - 50,000 -

② 医療安全概論

医療安全における基本的な取り組みと、法的な観点からみたリスクマネジ
メントのポイントを解説します。
・安全管理に求められる基本的な取組み等、院内の医療安全を推進する
リスクマネージャーとして役割を果たすために必要な知識を得ることを目
的とします。
・医療事故発生時、医療行為に過失が認められれば医療従事者は法的な
責任を負うこととなります。どのような責任が問われるのかを理解し、院内
のリスクマネジメントにつながる教訓を得るために過去の事例をご紹介し
ます。

・リスクマネージャーの役割と業務内容
・医療訴訟の現状
・医療事故発生時の法的責任
・裁判事例等の解説

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● ● - 65,000 ● -
半額

-17,500 65,000 全額

③ 医療安全のためのノンテクニカルスキル

職員間のコミュニケーションを中心に、医療安全のためのノンテクニカルス
キルを考えます。職員間のコミュニケーションエラーによる医療事故がど
のように発生するのか、どうしたら防げるのかを具体的な事例をあげなが
ら解説します。

・メンタルモデル共有の重要性
・コミュニケーションの失敗と医療事故
・コミュニケーションエラーを防ぐために
・エラー回復を促進させるための考え方とスキル

全職員 60分 (株)メディカルクリエイト
ディレクター　高橋　俊一
取締役・ディレクター　米道　利成

● - - - ● - - 50,000 -

④ チームワークを高める「心理的安全性」
今、チームで安全な医療を提供するための「心理的安全性」（気兼ねなく
発言できる雰囲気）が注目されています。心理的安全性の意義や、それを
高める方法を解説します。

・心理的安全性とは
・心理的安全性とコミュニケーション
・心理的安全性を高めるメンバーとリーダーの役割
・心理的安全性と責任

全職員 60分 東京海上日動メディカルサービス(株) 主席研究員　山内　桂子 ● - - - - - - 50,000 -

⑤ ワークで学ぼう！みんなのＳＢＡＲ
～報告・連絡のためのコミュニケーションスキル～

医療現場で、状況を確実に伝えるために必要なコミュニケーションスキル
（SBAR：エスバー）について、ワークを通して理解していただきます。

・ＳＢＡＲを用いて報告・連絡を行う意義や方法の解説
・具体的な伝達場面の例を用いて台詞の作成 （グループワーク）
・スキルを活用するための留意点

全職員
60～
75分

(株)メディカルクリエイト
ディレクター　高橋　俊一
取締役・ディレクター　米道　利成

● - - - ● - - 50,000 -

⑥ 患者・家族を支えるコミュニケーション
～納得と信頼を築くために～

患者・家族とのコミュニケーションでは、何に注意し、どのように対応したら
よいかを、具体的な事例で解説します。

・患者・家族とのコミュニケーションの特徴
・情報の送り手と受け手のメンタルモデルの違い
・日常の診察場面における言語・非言語、コミュニケーションの重要性
・情報を正しく伝える工夫

全職員 60分 (株)メディカルクリエイト
ディレクター　高橋　俊一
取締役・ディレクター　米道　利成

● - - - ● - - 50,000 -

⑦ 患者・家族とのコミュニケーション

苦情発生予防の観点も交え、患者・家族と円滑なコミュニケーションをする
簡単なテクニックを解説します。
・患者・家族が医療機関に対して不安・不満を持つ背景には、コミュニケー
ションの問題が存在しているケースが少なくありません。患者・家族から信
頼感を得るためのポイントをご紹介します。
・ミスコミュニケーションの積み重ねによる苦情やクレームの発生を防ぐこ
とも目的として、患者・家族と円滑なコミュニケーションをするためのテク
ニックを学びます。接遇の要素を講義内容に加えることも可能です。

・コミュニケーションにおける相手側の心理
・相手に安心感を与える関わり方
・効果的な質問話法

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● ● - 65,000 ● -
半額

-17,500 65,000 全額

⑧ 職員間のコミュニケーション

医療事故やチーム内のトラブルの原因となるコミュニケーション・エラーと
エラー回避のポイントを解説します。
・医療安全においてコミュニケーションの重要性が強調されてきています
が、コミュニケーション・エラーは事故の原因となるだけではなく、職員同士
のトラブルの原因ともなり、診療の質に影響を及ぼす可能性もあります。コ
ミュニケーション・エラーがいかに現場で重大な影響をもたらすか理解する
ことを目指します。
・ケース・スタディ等を通して、コミュニケーション・エラーを防止するための
ポイントを学びます。

・コミュニケーションの基本
・コミュニケーション・エラーによる事故事例
・コミュニケーション・エラー防止のためのルール作り

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● ● - 65,000 ● -
半額

-17,500
65,000 全額

⑨ 医療安全のためのアサーション～自分も相手も大切
にするコミュニケーションスキル～

チームで仕事をする医療現場で、どのように自分の気持ちや考えを率直
に伝えていけばよいでしょうか。自分も相手も大切にする自己表現のスキ
ルであるアサーションを理解し、「伝えにくいことを伝える」ためにどのよう
に表現していけばよいかを考えます。

・アサーティブとは
・医療安全とアサーションの関係性
・アサーティブな自己表現ができる条件

全職員 60分 東京海上日動メディカルサービス(株) 主席研究員　山内　桂子 ● - - - ● - - 50,000 -

⑩ 事例から考える 医療現場の個人情報の取り扱い

医療現場での個人情報の取り扱いについて、具体的な対応方法を整理し
ます。安全な医療の提供に必要な情報を有効活用するためには、個人情
報保護法を正しく理解し、適切な管理をすることが重要です。また、漏えい
等の報告の義務化への対応についても解説します。

・個人情報保護法を理解する
・個人情報をめぐる様々な報道
・個人情報の適切な取り扱いのための対策

全職員 60分 (株)メディカルクリエイト
ディレクター　高橋　俊一
取締役・ディレクター　米道　利成

● - - - ● - - 50,000 -

⑪ 医師が語る　事例から学ぶリスクマネジメント
医療事故の賠償査定に携わる医師が、様々な事例を用いて医療安全に
ついて解説します。（医師を対象とする研修にもお勧めです。）

・医療事故訴訟の現状
・医療事故の発生状況
・実際の事故事例を用いた解説

全職員 60分 (株)メディカルクリエイト
浜松医科大学　医学部　医療法学教室
　教授（医師・弁護士）　大磯　義一郎

● - - - ● - - 50,000 -

⑫ 【事例解説】説明義務違反

医療機関の説明義務が問題にされた事例をもとにインフォームド・コンセン
トの注意点を解説します。
・近年、医療訴訟の全体としての件数は減少傾向にありますが、一方で説
明義務違反を追及されるケースが増えているといわれます。説明時の注
意点を理解した上で適切なインフォームド・コンセントにつなげるために、
説明義務違反が問われた事例を解説します。
・また、患者・家族に説明して同意を得るべき内容と程度は一律ではなく、
ケースによって変わってきます。状況によって求められる説明の水準は異
なるということをご理解頂きます。

・説明義務を負う要件
・求められる説明の範囲
・インフォームド・コンセントの注意点

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● - - 65,000 ● -
半額

-17,500
65,000 全額

⑬ 【事例解説】医療機関における記録の重要性

リスクマネジメントの観点から、事例解説をもとに記録の注意点を解説しま
す。
・診療録は、その作成と保存が法令で義務付けられているものであり、医
師の思考過程や実施した治療を反映したものといわれ、訴訟においては
看護記録も同様に重視されます。これらの記録類が法律上どのように取り
扱われるのか理解することを目的とします。
・具体的にどのような記載が問題とされたのかを知り、院内におけるリスク
マネジメントにつながるポイントを学習します。

・記録する際のポイント
・記録の不備による影響
・過去の事例から学ぶ注意点

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● ● - 65,000 ● -
半額

-17,500
65,000 全額

⑭ エラー防止の実践～5S・KYTを活用して～
ヒューマンエラーの特性に基づいて、５Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃・習慣化
(しつけ)）やKYT（危険予知トレーニング）を活用したエラー防止策を解説し
ます。

・ヒューマンエラーの特性
・モノ・環境を見直す重要性
・５Ｓ・KYTのいかし方

全職員 60分 (株)メディカルクリエイト
ディレクター　高橋　俊一
取締役・ディレクター　米道　利成

● - - - ● - - 50,000 -

⑮ ヒューマンエラーと医療安全

ヒューマンファクターの説明とともに医療現場におけるエラー防止に向けた
取組みを解説します。
・効果的な安全管理のためには、人為的なミスではなく組織内のシステム
の欠陥に目を向けることが重要ですが、どんなに注意していても「人は誰
でも間違える」ということを理解する必要があります。
・人間の特性や陥りやすい失敗を理解した上で、ヒューマンファクターに配
慮した安全対策を考えられるようにすることが狙いです。

・ヒューマンファクターについての学習
・ヒューマンエラーをミニ･ワークで体験
・対策のエラープルーフ化
・エラー防止に向けた取組み

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● ● - 65,000 ● -
半額

-17,500 65,000 全額

⑯ 医療サービス職のためのトラブルを回避する伝え方
「言ってしまいがちな伝え方」からそれぞれのデメリットを考え、相手に配
慮しながら伝えたいことを明確に伝えるための方法を解説します。事例を
使って「トラブルを招かない」伝え方が習得できます

・職員にとっての「コミュニケーション」の重要性
・「伝え方」で変わる「伝わり方」
・自分も相手も大切にできる会話法
・気まずくならない「NO」の伝え方

全職員
60～
90分

(株)メディカルクリエイト
オフィス　アランチャ株式会社　代表取締役
公益財団法人日本電信電話ユーザー協会　契約講師
電話対応技能検定（もしもし検定）　指導員・試験官　山本　淳子

● - - - ● - - 50,000 -

⑰ 警察OBが語る　院内クレーム・暴力対応の実際
警察OBが、大学病院の渉外室担当の経験をもとに、事例をまじえながら、
暴力を振るう患者への職員の対応や病院としての取組みについて、具体
的に解説します。

・病院における暴力の実際
・患者が怒る理由と、クレームに対する具体的な対応方法
・警察との連携

全職員 90分 (株)メディカルクリエイト 東京歯科大学市川総合病院　参与　木川　正博 ● - - - ● - - 50,000 -

⑱ 苦情対応のポイント

苦情やクレーム対応におけるポイントをケース・スタディ等を用いながら注
意点を解説します。
・社会全般において苦情やクレームは増大傾向にあり、その対応の重要
性も増してきていますが、医療機関もこの例外ではありません。苦情対応
として最低限やっておくべきことと、苦情受付時における基本を理解してお
くことが必要です。
・また、苦情は担当者の対応次第で事後の展開が大きく変わることがあり
ます。診療への影響を減らすためにも、苦情を悪化させないための注意点
を理解することも目的とします。

・苦情受付時の対応ポイント
・電話応対のポイント
・苦情への対応例
・患者対応ケース・スタディ

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● ● - 65,000 ● -
半額

-17,500
65,000 全額

⑲ 悪質クレームへの対応

悪質クレーム、不当要求、違法な暴力等に対応する際の基本方針につい
て解説します。
・苦情の件数増加とともに、その内容も激化する傾向にあります。医療機
関への理不尽な要求や根拠のない不当要求、中には暴力的言動を伴っ
たものも増えています。そうした悪質クレームに対しては、通常の苦情対
応とは異なる対応方針で臨むことが必要です。
・また、患者･家族から暴言・暴力を受けた場合、どのような行為が違法と
なるのかを理解することも目的とします。

・医療機関に対する悪質クレームの動向
・悪質クレームへの対応の仕方
・法律上の暴力とは

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● ● - 65,000 ● -
半額

-17,500
65,000 全額

⑳ 個人情報保護対策

個人情報保護法のポイントと情報漏えい防止の観点から対応の注意点を
解説します。
・個人情報保護の法制化とともに、社会的関心も高まり続けていますが、
医療機関においても十分な個人情報保護対策をとることが必要です。何
に注意すべきなのかを理解するため、法令上の要求事項を学びます。
・医療機関でも情報セキュリティ事故が後を絶ちませんが、情報漏えいを
防止するための注意点を、組織としての対策と個人としての対策から紹介
します。

・個人情報保護法について
・個人情報保護の重要性
・情報セキュリティ事故防止のポイント
・組織的対策と個人での取組み
・情報漏えい事故事例の紹介

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● ● - 65,000 ● -
半額

-17,500
65,000 全額

㉑ 医療勤務環境改善セミナー

2024年4月より勤務医の時間外労働の上限規制の適用が始まりました。
医師の働き方改革に伴い、勤務間インターバルや代償休息、面接指導な
どやらなければならないことについての再確認と、具体的な対応に関して
説明します。

・時間外労働規制について
・2024年4月1日以降の36協定について
・追加的健康確保措置及び立入検査について

管理職
60分
～90
分

(株)メディカルクリエイト
厚生労働省「多様な働き方」普及・促進事業導入支援員
　特定社会保険労務士　福島　通子

● - - - ● - - 50,000 -

㉒ 災害時における診療業務の継続（ＢＣＰについて）

災害時における診療業務の継続、また早期に復旧・再開するために必要
な対策について解説します。
・東日本大震災のような大規模な震災が発生した際でも、医療機関はその
社会的使命から診療を継続することや、中断した場合でも早期に復旧・再
開することが求められます。本研修では、震災時における診療業務の継
続の考え方と、診療業務を継続する、あるいは早期に復旧・再開するため
に必要な対策について、一部ワークショップも交えて解説します。
・災害時の医療機関における業務継続の考え方や取組み事例を紹介し、
診療を継続するために必要な対策を解説することで、震災時に医療従事
者や事務職員として必要な行動を理解することを目指します。

・東日本大震災における被災事例と取組み事例
・医療機関における業務継続の考え方
・具体的な被害状況の想定
・業務継続に必要な対策の洗い出し
・医療従事者・事務職員に求められる行動

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● ● - 65,000 ● -
半額

-17,500 65,000 全額

㉓ 医療機関におけるハラスメント

医療機関におけるセクハラ・パワハラの事例を紹介し、その問題点と対策
について解説します。
・医療機関における「セクハラ」「パワハラ」が大きな社会問題になっていま
すが、医療の現場においても例外ではなく、そうした事件が後を絶ちませ
ん。
・ハラスメントは、職員の尊厳や人権を侵害する許されない行為であること
はもちろん、就労意欲の低下や人材の喪失をもたらし、事業の停滞を招き
ます。
・この研修では、ハラスメントの問題を正しく理解し、明るく働きがいのある
職場づくりに向けた、ハラスメント予防・対策を解説します。

・セクシュアルハラスメント・パワーハラスメントとは？
・ハラスメントのさまざまな事例
・ハラスメントによる影響と問題点
・ハラスメントの予防と対策

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● ● - 65,000 ● -
半額

-17,500 65,000 全額

㉔ 医療事故調査制度の概要とその対応
※2025年度から廃止となりました

2015年10月施行の改正医療法に伴う医療事故調査制度の概要とその対
応について解説します。
・2015 年 10 月施行の改正医療法では、予期せぬ死亡・死産に対する院
内医療事故調査の実施が施設規模の大小を問わず義務化されました。す
べての職員が医療事故調査制度を正しく理解することを目的とします。
・また、同法では、院内医療事故調査の結果を遺族に説明することを求め
ています。
事故の当事者となった職員を守るためにも、院内事故調査でおさえておく
べきポイントを学びます。

・医療事故調査制度
　（院内事故調査、第三者機関による医療事故調査等の概要）
・院内医療事故調査の留意点
・本制度に関する最新の情報提供  など

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

#VALUE! - - - - - - - -

㉕ 感染管理の原理原則と感染症の最新情報
医療安全研修と並び感染症に対する研修会も、医療の質を担保するうえ
で不可欠の研修となっています。リスクの高い患者が多い中で、注意すべ
き点を整理し、今だからこそ行う感染対策の基本を再確認します。

・感染とは
・院内で守らなくてはならないルールと動機づけ
・感染対策について

全職員 60分 (株)メディカルクリエイト
聖マリアンナ医科大学病院　感染制御部
　感染管理認定看護師　中谷　佳子

● - - - ● - - 50,000 -

㉖ 医師が語る　誤嚥防止～摂食嚥下とは～

口腔から食道までの構造を解説し、人がものを飲み込む動作の中でどの
ような時にむせ込むのかを整理します。嚥下の機能を理解したうえで、食
を提供する際の注意点、むせてしまった時の対処方法などを理解します。
嚥下機能の実際を見ることもできます。

・嚥下に関する解剖整理
・嚥下運動と誤嚥
・むせ込み時の対応

全職員
60～
90分

(株)メディカルクリエイト
東京医科歯科大学　歯学部　臨床教授
ＪＣＨＯ東京新宿メディカルセンター
　歯科・歯科口腔外科　部長　中根　綾子

● - - - ● - - 50,000 -

㉗ サイバー攻撃の脅威とその対策～情報漏えい等に
備えて、職場で留意すべき事項～

厚労省のサイバーセキュリティチェックリストの対応も踏まえて、医療機関
に対するサイバー攻撃の現状と医療現場において実施しておくべき事項
を解説します。
・サイバー攻撃は、年々高度化・巧妙化してきており、今や医療機関にお
いてもサイバーリスクは適切に対応すべき重大な課題となってきていま
す。すべての職員がサイバー攻撃の現状を認識し、被害の防止あるいは
極小化するために必要なセキュリティ対策を理解しておくことが重要です。
・国内外のサイバー攻撃の最新動向や攻撃手口、医療機関を対象とした
サイバー攻撃の事例を紹介するとともに、医療現場で職員が留意すべき
事項を解説します。

・サイバー攻撃の現状
・国内における病院のサイバーリスク
・職場における情報セキュリティ対策

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● ● - 65,000 ● -
半額

-17,500 65,000 全額

㉘ その他
上記以外で、講師や内容についてご要望をいただければ、関係者と検討
させていただきます。

- 全職員 － － - 相談 相談 相談 相談 相談 相談 相談 相談 相談

㉙

ロールプレイ
※現地開催
※一回の参加者10名以上
※全県で3回以内

参加者を数名毎のグループに分け、その中で患者役・医療機関役・観察
役を設定します。
当日配布されるシナリオを読み、各担当の役になりきりロールプレイを実
施します。
⇒絶対に笑わず、真剣に取り組むことが重要です
その後、実施したロールプレイを振り返り、気づきを共有して発表を実施し
ます。

・ロールプレイやり方説明
・ロールプレイの実施
・意見交換・発表
・講評

全職員 90分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● - - - ● -
半額

-67,500 15,000 全額

㉚ 【★NEW★】
医療者が押さえておきたい接遇のポイント

患者に安心感を与えることができる行動についてのポイントを解説しま
す。
・「接遇」は一般的なサービス業に求められるスキルの一つですが、医療
機関で求められるスキルとしては、その意味合いや性質が若干異なるた
め注意が必要です。
・患者に安心感を与えるための行動、すなわち、患者との適切なコミュニ
ケーションの図り方への理解を深めることが狙いです。

・接客・マナーとしての接遇と医療における接遇の違い
・患者対応ケース・スタディ

全職員 60分
ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社
医療・介護コンサルティング部
サービスグループ

上級コンサルタント　北本　渉 ● - - - ● -
半額

-17,500
65,000 全額

主な内容概要研修名
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※ＳＯＭＰＯリスクマネジメントが提供する項目は、一つの地区が毎年連続して共催することはできません。

（共催)
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県医 地区

推薦 項目 演題名 概要 主な内容 対象 時間 講師所属 役職 講師氏名 負担 負担

1 ・危うい安全と本物の安全
失敗例に着目したアプローチ（Safety-Ⅰ）では、病院リソースに負担をかけるだけでなく、再発予防対策が有効に機能しないことがあ
る。複雑系システムを可視化し、Safety-Ⅱの視点で上手くいっている医療の変動要因の調整のコツを見抜くことで、病院リソースに負
担をかけることなく、システムに起因した”危うい成功”の事前調整（proactive adjustments）が可能となる。

・複雑適応系システム
・先行的な調整
・Safety-ⅠとSaｆety-Ⅱ
・レジリエンス

60分 広島大学病院　医療安全管理部 教授・部長 ・伊藤　英樹（医師） ● -

2 ・手術室の医療安全と多職種協働
※R7年度より廃止となりました

手術室で起きる様々なインシデントに対し、多職種で協働し、どう対応するか、以前当院で行われたセミナー・ワークショップの対策を
まとめ、本講演で概説します。

・手術室での機器紛失
・遺残対策
・手術体位に関連した末梢神経障害への対策

60分 広島大学病院　医療安全管理部 副部長 ・渡谷　祐介（医師） ● -

3
・看護師が語る　ヒューマンエラーと防止対策
※R8年度より廃止となりました

医療現場でのヒューマンエラーの要因と防止策について解説します。
エラーの発生要因には人的要因や環境的要因が複雑に絡み合っており、医療チーム全体での理解と協力が不可欠です。医師と看
護師が連携してエラー防止を推進するために、具体的な防止策を提示します。

・ヒューマンエラーのメカニズムの理解
・エラー防止策

60分 広島大学病院　医療安全管理部 医療安全管理者 ・右近　清子（看護師） ● -

4
・輸血認証システムの患者誤認リスクに対する Safety-Ⅱアプローチの実
践例
※R8年度より廃止となりました

Safety-Ⅱは日常業務におけるパフォーマンスの調整を理解するための統合的アプローチと言われている。Safety-Ⅱの視点でシステ
ムを可視化し俯瞰的に分析することで、輸血の患者誤認投与が発生する前に先行的に介入が可能となった。重大インシデントが発生
する前に先行的な調整を行えただけでなく、病院の人的・費用的リソースに不可をかけることもないという利点もあった。その内容につ
いて解説する。

・Safety-Ⅰ、Safety-Ⅱの考え方
・Safety-Ⅱの実践

60分 広島大学病院　医療安全管理部 専任リスクマネージャー
副看護師長

・仲田　幸子（看護師） ● -

5
・医薬品適正使用に向けた取り組み
※R8年度より廃止となりました

薬剤関連インシデントは、全インシデント報告の中で多くの割合を占めています。医薬品適正使用は患者安全や治療効果に直結する
ため、適正使用に向けた取り組みは重要です。今回は、当院で実施している様々な取り組みについて、実例を交えてご紹介します。

・当院における医薬品の適正使用の取り組み
・薬剤関連インシデントおよび再発防止対策の実例

60分 広島大学病院　医療安全管理部 専任リスクマネージャー
薬剤主任

・鴫田　江理嘉（薬剤師） ● -

1 ・医療安全概論：基本知識と医療安全体制 医療安全の基本概念、医療事故の定義や事故レベルなどを概説します。特に、発生メカニズムを深掘りし、医療安全の変遷から、現
在の考え方に言及します。また、病院組織において保険診療報酬上の医療安全体制と代表的な医療安全対策について解説します。

・医療安全とヒューマンエラー
・医療事故とは、発生メカニズム、考え方の変遷
・医療安全管理体制
・医療安全対策についての取り組み

60分 県立広島病院 医療安全管理部長(統括医療安全管理者)
副院長 兼 脳心臓血管センター長

・上田　浩徳（医師） ● -

2 ・成人肺炎に対する治療と院内感染対策
｢成人肺炎診療ガイドライン｣ が7年ぶりに改訂されました。COVID-19の流行、超高齢化社会などの変化に対応するために、遺伝子検
査、ウイルス性肺炎、誤嚥性肺炎、個人の意思やQOLを考慮した治療・ケアなどの項目がクローズアップされています。成人肺炎診
療ガイドラインから考える呼吸器感染症の最新治療と院内感染対策について、概説します。

・成人肺炎診療ガイドラインの概要
・感染対策で重要なこと
・標準予防策
・感染経路別感染対策

60分 県立広島病院 副院長 兼 呼吸器センター長 ・石川　暢久（医師） ● -

③ 1 広島市立広島市民病院 ・医療安全の考え方と取り組み（仮）

患者さんに安全を提供することは、医療において最も基本的な要件となります。安全な医療の提供のため、医療従事者ならびに医療
機関においては、職員が医療安全に関して啓発をすすめながら、その意識を深めていくこと、そして医療安全を推進する組織体制を
構築し、その体制を文化とすることが求められます。医療機関における医療安全の基本的な考え方、コミュニケーションの技術、組織
内の心理的安全性の構築などにつき話をしたいと思います。

・医療安全における基本的考え方
・コミュニケーション（TeamSTEPS　など）
・組織における心理的安全性の確立

60分 広島市立広島市民病院 副院長
医療安全管理室長

・野村　栄一（医師） ● -

1 ・医療事故防止マニュアル・改善対策事例・患者対応等から学ぶ
　実効のある事故防止対策について

どの医療機関も安心・安全な医療のため日々努力していることと思います。今、医療現場に求められているのは、実効性のある事故
防止対策の実践だと考えます。そこで、当院が医療安全対策を推進する上で基になっている医療事故防止マニュアルの内容や臨床
現場で実践しているインフォームドコンセント指針に基づく患者への説明と同意、当院が週1回行っている医療安全カンファレンスで改
善した事例、臨床現場で困る患者対応の注意点等について、日々の臨床で役立てられる内容を当院の医療安全対策の取り組みとと
もに解説します。

・当院の医療事故防止マニュアル
・インフォームドコンセント指針に基づく患者への説明と同意
・インシデント報告とその分析
・医療安全カンファレンスで改善した具体的な事例
・臨床現場で困る患者対応（暴言・暴力、クレーム）等の注意点

60分 広島赤十字・原爆病院 院長補佐・リウマチ科部長
医療安全推進室長代理

・澤部　琢哉（医師） ● -

2 ・医療事故防止マニュアル・改善対策事例・患者対応等から学ぶ
　実効のある事故防止対策について

病院薬剤師の業務は、調剤を中心とした業務から、病棟に常駐し医薬品の適正使用の推進、適正な医薬品の保管管理、服薬指導
等、その活動の範囲は広範かつ多様化してきています。さらに、がん化学療法にかかるレジメン管理や抗がん剤調製、入院時の持ち
込み薬の対応など、医療安全において薬剤師の積極的な関与が求められています。そこで、当院薬剤師が行っているセーフティーマ
ネージャーとしての取り組みについて紹介します。

・医薬品の保管・管理
・セーフティーマネージャーとしての取り組み
・医薬品・持参薬に関するインシデント事例
・疑義照会事例の紹介

60分 広島赤十字・原爆病院 薬剤部長 ・樫本　考司（薬剤師） ● -

3
・転倒・転落対策
※R8年度より廃止となりました

転倒・転落は、いつでも・どこでも・誰にでも起こりうるものであり、
多くの医療現場での課題となっています。転倒・転落の多くは患者の自発的行動に伴って発生しており、患者が安全に行動できるた
めの支援が重要となります。転倒・転落対策について、当院での転倒・転落対策と課題を踏まえてお話させていただきます。

・転倒・転落の発生要因
・多職種で行う転倒予防
・転倒・転落対策と課題

60分 広島赤十字・原爆病院 看護係長 ・松井　久美子（看護師） ● -

⑤ 1 福山市民病院 福山市民病院における医療安全管理体制の構築

当院では2005年に安全管理室を設置。代々、医師が安全管理室長を、看護師長が安全管理者を務めている。2015年から安全管理
室コアメンバーが週1回、重要なインシデントレポート（20～30件）を検証するミーティングを開始した。原因究明や対策が必要なインシ
デントに関しては当事者を招集し事例検討会を開催し（4～5件/月）、マニュアルや院内ルールの策定を行っている。医療事故による
死亡、医療行為による重大な後遺症に関しては、病院幹部20名程度を即座に招集して医療事故調査委員会の設置の是非を検討し
ている。安全管理室での協議内容は月1回の安全管理室定例会で各部署のリスクマネージャーに報告され、全職員に周知される仕
組みである。本講演では、当院の安全管理室の活動状況を概説する。

・インシデントレポートの検証方法
・重要事例の検討会議
・医療事故発生時の院内検証
・医療安全講習会の内容
・医療事故防止マニュアル周知の試み

60分 福山市民病院 安全管理室長
診療部長

・池田　雅彦（医師） ● -

1

・医療事故が起こったら～重要な初期対応～（地域病院向け）
・医療安全を保つには～現場の連携と風土～（地域病院向け）
・医療安全　事例から学ぶ　～　※　～
　※は、地域の特性に応じ要望されたテーマに応じて

-
例えば、
・患者の急変時の対応、処置中の急変
・二次医療機関との連携
・避けられない誤嚥、転倒対策
・医療機関と連携した介護施設での事故予防対策
・過剰なクレーム、理不尽な要求対応
・ワクチンの誤接種予防　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・他

60分 広島県医師会 医事紛争委員会委員 ・田中　丈夫　医師　（広島西医療センター　名誉院長） ● -

2 ・外来診療におけるリスクマネージメント 日常の外来に潜む医事紛争に発展する可能性のあるピットフォールとその対応について説明する。ピットフォールは種々存在する
が、今回は先の4点に絞って解説する。

・投薬に関する問題
・点滴・注射に関する問題
・救急患者の診療
・専門外症状の診察

60分 広島県医師会 医事紛争委員会委員 ・沖　修一　医師
　（医）光仁会　介護老人保健施設　べにまんさくの里）

● -

3 ・カスタマーハラスメントと応招義務 ペイシェントハラスメントにどのように対応すればよいのでしょうか。
それは医師法第9条「応招義務」ではどのように考えればよいのでしょうか。

・医療機関におけるカスタマーハラスメントとしての
　ペイシェントハラスメントについて

60分 広島県医師会 医事紛争顧問弁護士 ・前川　秀雅（前川・小川法律事務所　所長） ● -

4 ・最近の医事紛争における傾向
日常の診療行為において予期せぬ時に起こる医事紛争。医事紛争では、どういう点が争われるのかについて解説するとともに、その
対応や予防について解説する。インフォームドコンセントやカルテ記載等を紛争予防の点から解説する。そして、モンスターペイシェン
トに対する対応についても解説する。

・医療上の過失とは
・インフォームド・コンセント
・診療記録の記載について
・モンスターペイシェントへの対応

60分 広島県医師会 医事紛争顧問弁護士 ・大元　和貴（大元・秋山法律事務所） ● -

薬

剤

師

会

⑦ 1 広島県薬剤師会 ・医療安全確保に向けた薬剤師との連携

医療の高度化や超高齢化社会の進展等により、思いもかけない事象の発生等、医療現場における医療安全の確保が喫緊の課題と
とらえています。このような現状において、薬剤師が医薬品に関わる医療安全への寄与について、具体的な事例等を交えながら、ご
紹介します。
最新の医薬品関連情報～特に安全性情報の入手や活用、今、活用できる仕組みやツール等、薬剤師は、専門性やスキルを活かし、
医療チームの一員として医療安全確保に尽力しています。例えば、医薬品情報や薬歴等の活用や、複数診療科を受診している患者
の重複投与や相互作用によるリスク回避、高齢者に対するより安全な薬物療法への関わり等があります。
また、今後の展望として、現在進行中の医療DXを活用した医療安全確保の取り組みやピットホール等についても、併せてお話しした
いと存じます。

・最新の医薬品関連情報を活用するポイント
・医薬品関連の医療事故プレアボイド事例に学ぶ
　（医療安全確保のしくみ及び、病院-診療所-薬局連携ツールの活用等）
・医療安全確保に関する今後の展望（医療DX等）

60分 広島県薬剤師会　薬事情報センター センター長 水島　美代子（薬剤師） ● -

1 ・医療安全とヒューマンエラー 医療安全の歴史を確認し、患者誤認・確認不足が重大な事故につながった状況を整理します。また、ヒューマンエラーとは何か、なぜ
発生するのかについて整理し、エラー防止のための取り組みとして復唱・ダブルチェック等の確認行動について説明します。

・医療安全の歴史
・ヒューマンエラーとは
・エラー防止に向けた取り組み

60分 JA広島総合病院 看護部副部長・専従リスクマネージャー ・村中　好美（看護師） ● -

2 ・転倒転落防止

高齢化が進む中で入院患者（施設入所者）の転倒転落予防は永遠の課題である。現場では、「転倒・転落させない」ことを目標にその
対策（対応）に追わている。また、転倒させないための手段として身体拘束が実施されていることもあった。これからの転倒転落防止
策は「転倒しても重症化させない」という視点の対策も必要である。われわれ医療者に求められる「結果予見義務」と「結果回避義務」
の視点も入れながら、転倒転落予防における課題や当院での取り組みについて紹介する。
※なお、講演内容については、ご依頼に応じて変更することも可能。

・結果予見義務と結果回避義務
・転倒転落の発生要因
・当院における転倒転落防止策について
・転倒転落予防における課題

60分 中電病院　医療支援室 看護師長・前医療安全管理者 ・宮地　美樹子（看護師） ● -

3 ・当院における医療安全活動（尾道市立市民病院）
当院における医療安全活動として、患者誤認防止を中心に安全確認の質を高める取り組みを行っている。また、当院看護部では、ダ
ブルチェック体制の重点化と責任明確化を進めている。更に、職員の安全意識を共有する「医療安全3ワード動画」を制作し、組織全
体で安全文化の醸成を図っている。その取り組みを紹介する。

・患者誤認防止の徹底
・ダブルチェック体制の重点化と責任明確化
・「医療安全3ワード」動画による意識共有

60分 尾道市立市民病院 副看護部長・ゼネラルリスクマネージャー ・松本　千晶（看護師） ● -

P

M

D

A

⑨ 1 独立行政法人 医薬品医療機
器総合機構（PMDA）

・医薬品副作用被害救済制度、副作用等報告制度について

医薬品は正しく使っていても、副作用が起きることがあります。
医薬品の副作用で重い健康被害が生じた場合に、医療費や年金などが給付される公的な制度「医薬品副作用被害救済制度」につい
て、解説します。
（以下、副作用等報告制度を含めた講演を希望される場合は、平日10～19時においてMicrosoft Teamsによるオンライン研修か
対面／オンラインのハイブリッド研修となります）
薬機法においては、医薬関係者には副作用等の報告義務があることが示されています。
副作用等報告書の記載の仕方、便利な電子報告の他、RMPなど安全性情報の提供についてもご案内します。

・医薬品副作用救済制度について
　（制度の仕組みと請求の流れ、支給・不支給事例等）
・医薬品・医療機器等安全性情報報告制度について
　（制度と医薬関係者の役割、副作用報告記載のポイント、電子報告のご案内
等）

60分
独立行政法人医薬品医療機器総合機構
健康被害救済部　安全性情報・企画管理部

- - - -

広

島

県

⑩ 1 広島県医療安全支援センター ・広島県医療安全支援センターの現状 医療法第6条の13に規定されている医療安全支援センターについて、その役割や基本方針などを説明します。
また、広島県医療安全支援センターの相談対応状況や、実際に相談のあった事例を紹介します。

・医療安全支援センターについて
・相談対応の状況
・相談事例と対応
・相談員から伝えたいこと

30分 広島県医療安全支援センター 相談員
・青山　由美（看護師）
・杉村　美由紀（看護師）
・石木　佳代子（看護師）

- -

1 ・医療メディエーションのすすめ

「医療メディエーション」とは、患者と医療者、異なる職種間、同一職種内等で発生する様々なコンフリクトを当事者間の対話推進し、
情報共有をすすめ、予防・調整を支援していくためのモデルです。
私は、日本医療メディエーター協会中国支部の代表として、平成22年以降、メディエーションに関する研修をコロナ期を除き毎年開催
して、その理解と普及に努めています。

・コンフリクトはなぜ起こるのか
・コンフリクトの構造
・医療メディエーションの定義
・医療コンフリクトの実際

60分 国立病院機構岡山医療センター 名誉院長 ・東　良平（医師） ● -

2 ・医療メディエーション入門

「医療メディエーション」とは、患者と医療者、異なる職種間、同一職種間などで発生する様々なコンフリクト（認知齟齬）を、当事者間で
の対話を促進することをとおして、情報共有をすすめ、予防・調整を支援していくためのモデルです。「医療メディエーション」のモデル
を活用し、コンフリクトの両当事者が向き合える場を設け対話を促進し、関係性を築けるよう支援していく人のことを「医療メディエー
ター」と呼びます。患者サポート充実体制が求められる中、最近では「医療メディエーター」を組織に配置し、患者とのトラブル防止や
対応をしている病院も増えてきています。

・医療コンフリクトの事例
・コンフリクトはなぜ起こるのか（二項対立と三者面談）
・コンフリクトの構造（NBCモデルとIPI）
・解決のために（医療メディエーションの効果）

60分 社団法人緑壮会　金田病院 医療安全管理部長 ・保科　英子（看護師） ● -

3 ・マンガで学ぶ医療メディエーション入門

「医療メディエーション」とは、患者と医療者、異なる職種間、同一職種間等で発生する様々なコンフリクト（認知齟齬）を、当事者間で
の対話を推進していくことをとおして、情報共有をすすめ、予防・調整を支援していくためのモデルです。
「医療メディエーション」のモデルを活用し、コンフリクトの両当事者が向き合える場を設け対話を推進し、関係性を築けるよう支援して
いく人のことを「医療メディエーター」と呼びます。
本講義では、マンガを使って、患者対応事例と医療メディエーションの基礎を学びます。

・患者対応の事例
・コンフリクトはなぜ起こるのか（二項対立と三者面談）
・コンフリクトの構造（NBCモデルとIPI）
・解決のために（医療メディエーションの定義）

60分 岡山医療生活協同組合 副理事長 ・和田　博知（事務） ● -

令和8年度　補助対象研修一覧②（新規追加）
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県医 地区

項目 番号 研修名 骨子 概要 時間 保険会社 講師氏名 負担 負担

① 医療業界のサイバーリスクの現状及び対策

・サイバーリスクとは
・医療業界のサイバーリスク現状
・事例紹介
・改正個人情報保護法
・リスクマネジメント
・サイバーリスク保険概要

2021年10月の徳島県の半田病院の事件以降、医療機関への攻撃が激化している。2022年の医療機関の被害
件数は、過去6年間通算の1/3にも上るとのデータもある。
医療界におけるサイバー攻撃としては、新型コロナウィルスワクチン・治療薬の開発競争の妨害・情報詐取等の
目的で国家間攻撃が報道されている。
サイバーセキュリティリスク対策は、今後の備えとして必要不可欠である。業界の現状や実事例の解説とその対
策を解説する。

60分 - -

② 職場トラブル防止の考え方

・職場トラブルの現状
・ハラスメントとは（パワハラ防止法）
・ハラスメント防止の基本的な考え方
・事例紹介
・リスクマネジメント
・雇用トラブル対応保険概要

職場トラブルの相談件数は年々増加しており、年間約130万件に上る(労働者の44人に一人が巻き込まれている
計算)。このような背景から、2022年4月、いわゆるパワハラ防止法の対象が拡大し、全事業主に雇用管理上必
要な防止措置を講じることが義務化された。
2024年問題（勤務医の働き方改革）以降、医療機関における人材確保の課題はより鮮明になると予測され、労
働者が働きやすい環境の整備が必要である。
ハラスメント防止の基本的な考え方に加え、各種法改正を踏まえた事業主が求められる対策等を解説する。

60分 - -

③ 働き方改革と健康経営

・企業人事を取り巻く環境変化
・「働き方改革」「健康経営」と就業不能リスク
（新卒社会人、メンタル、治療・介護と仕事）
・企業価値上昇のために（福利厚生、健康経営銘柄）

事業主を取り巻く環境が変化している。労働力人口の減少や「働き方改革」、「健康経営」への関心が高まり、人
材の採用・定着のため、事業者にはメンタル不調者対策、治療・介護と仕事の両立、女性の活躍推進等、様々
な課題が振りかかる。
各種法令等を踏まえ、医療機関が人材を確保し続けるための、福利厚生制度や健康経営銘柄制度等、事業魅
力上昇策の一例について解説する。

60分 - -

④ 事業継続計画・タイムライン

・医療機関を取り巻く事業継続リスク
・事業継続計画とは
・厚生労働省ガイドライン
・策定ツール
・事業継続、早期復旧のためのリスクマネジメント

2017年3月の厚生労働省通達により災害拠点病院を除く全病院に、事業継続計画策定(BCP)が努力義務化さ
れているが、8割の病院が策定できていない状況である（2018年12月公表）。
また、2021年4月からの診療報酬改定の通知等により、介護福祉施設のBCP策定が義務化された（策定は3年
間の猶予あり／罰則なし）。
医療・介護を取り巻く様々な事業継続リスク（自然災害、感染症、サイバー攻撃等）の概況を踏まえ、医療・介護
施設におけるBCPの基本的な考え方を解説する。

60分 - -

⑤ 物価上昇リスクに備える医業経営

・昨今の物価上昇の現状
・金融リテラシーの基本
・開業医の資産構築について
・事業承継に関わるリスク

昨今の物価上昇における財務の安定は、経営基盤の安定に直結する。社会保障が疲弊している中で自らで防
衛できるファイナンスリスクの管理が長期経営においては必要不可欠。かつ、資産税が検討されている中、最高
税率である相続税55%。
医業を存続していくため、地域に医療を安定的にお届け頂くため、必要となる資金（出資金・分割金、相続税、贈
与税）を見据えた財務計画等について解説する。

30分
～

60分
- -

⑥
メディカルリスクマネジメントの基礎知識①
～医療事故と損害賠償責任の基礎知識～

・医療訴訟とは
・医療訴訟に発展した場合のロード
・損害賠償の基礎知識
・医療特有の義務

医療訴訟と、医療事故発生時の法律上の損害賠償責任について解説する。具体的には、医療訴訟の実態、損
害賠償の基礎知識、インフォームドコンセントの必要性とその実務について説明する。過去の事例を交えなが
ら、医療従事者が適切な対応を行うためのガイドラインを提示し、患者との信頼関係を維持し、紛争を防ぐため
の実践的な知識を提供する。

60分 - -

⑦
メディカルリスクマネジメントの基礎知識②
～初期対応の重要性～

・初期対応の重要性
・適格の組織対応
・苦情受付時の確認ポイント
・誤った謝罪

医療事故発生時の初期対応の重要性について解説する。具体的には、事故後の患者対応の要点や、誤った謝
罪による問題を事例として取り上げ、適切な対応方法を提示する。さらに、コメディカルスタッフが関与する医事
紛争事例を紹介し、医療事故後の的確な対応がいかに重要であるかを強調して説明する。

60分 - -

⑧
メディカルリスクマネジメントの基礎知識③
～最近の医療事故・紛争の傾向～

・医療訴訟の現状
・民事訴訟のトレンド
・医療事故の争点・解説

本研修では、医療過誤師匠の件数や判決時の敗訴率、和解事案率などをもとに、医療訴訟の現状や傾向を学
ぶ。また、実際に起きた医療事故をいくつか例として取り上げ、事故の概要や、論点となるポイント、損害賠償責
任の有無、保険金の適用可否などを解説する。

60分 - -

⑨
メディカルリスクマネジメントの基礎知識④
～インフォームド・コンセント　説明義務と診療記録～

・インフォームド・コンセントと説明義務
・医療訴訟にみる説明義務違反
・診療記録の重要性
・説明義務に関するその他の論点（Q&A）

本研修では、インフォームド・コンセントに関する説明義務と診療記録の重要性について解説する。具体的に
は、医療訴訟における説明義務違反の事例や、説明不足が原因で起こる問題点を取り上げ、医療従事者がど
のように適切な情報提供を行うべきかを説明する。また、診療記録の重要性にも触れ、記録の不備が訴訟に与
える影響についても詳しく説明する。これにより、医療現場でのトラブルを未然に防ぐための具体的な対策を学
ぶ。

60分 - -

⑩
個人情報
～医療現場における個人情報保護～

・個人情報漏えいインシデントの傾向
・個人情報保護法の趣旨
・不適切な対応がもたらす損失や影響
・日常業務での留意点

本研修では、医療現場における個人情報保護の重要性について解説する。具体的には、個人情報漏えいイン
シデントの傾向や、個人情報保護法の趣旨、不適切な対応がもたらす損失や影響について説明する。また、日
常業務での留意点として、電話や面会希望者への対応、保険会社や弁護士会からの問い合わせへの対応方
法についても触れ、具体的な事例を交えて解説する。これにより、医療現場での個人情報保護の徹底を図る。

60分 - -

令和8年度　補助対象研修一覧③（無料プログラム）

そ
の
他

東京海上日動火災保険株式会社 広島支店企業公務金融室

　　※ 年3回以上の研修会開催をご希望の場合は、当該無料プログラムからご検討ください。無料プログラムは、1回目からでもご利用可能です。

そ
の
他

東京海上日動火災保険株式会社
中国損害サービス部

火災新種損害サービス室


